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美しいふるさとをみんなの力で守っていこう 

黒大豆土寄せ作業 
 黒大豆の草には本当に苦労しました。6月末～7月末まで土寄せ、草対策に大勢の組合員様のご
出役、京都府食の応援隊のお世話になり、やっと黒大豆が軌道に乗り、もはやところどころに花をつ
けはじめました。後、8月6日に倒伏防止作業を計画しております。今後どのように成長していくのか、
場合によっては、草対策でご出役を依頼するかと思いますがよろしくお願い申し上げます。 

小豆の土寄せ実施 

 小豆の播種を７月８日雨ふりの前に実施しました。土が湿っており、播種が済んだあと雨をたくさん
もらいこれで芽を出すかと思いきや、発芽不良、芽を出した小豆が鹿の害にあい、どのようにしたも
のかと困っておりました。再度、種を購入し、7月20日、発芽した小豆を残し、とんでいるところに手作
業で播種作業をお世話になりました。小豆がピンチ、不作分を補うため急きょ、村山博司様の畑にも
播種していただきました。遅まきながら、発芽しました。ところが7月8日以前に耕うんした圃場である

ため、草も一緒に生えてきました。小豆は今年は失敗した。段取りの悪さと注意力不足を反省してお
りました。ところが、7月30日土寄せ出役のお願いをしたところ、組合員様12名京都府食の応援隊16

人、本当に大勢の方の出役で草対策、土寄せ作業が完璧に実施することができました。又、30日、
31日と両日にわたり、大勢の昼食をしていただきましたほたるの里の女性部「夢ほたる」の皆様には
心のこもった料理をしていただき厚く御礼申し上げます。本当にありがとうございました。播種時期が
異なって生えていますが何とか成長してくれることを祈るばかりです。 

コシヒカリが出穂 

 早いもので、田植え後3か月、コシヒカリが穂を出しました。田植え作業、水管理、畦草刈り、組合
員様には苦労をおかけしております。稲に関しては、今の好天続き最高だと思います。開花時からも
うしばらく風よ吹かないでほしい。開花に風が吹くと、実成が悪く減収につながります。9月上旬には
刈り取りをします。ＪＡの指導では、稲刈りの10日前に落水とのことですが、湿気田においては、早め
に落水をお願いします。  「実るほど頭（こうべ）を垂れる稲穂かな」 

厨房施設改装工事進む 

 6月末に工事着工していただき、外回りの水道、下排水工事、屋根瓦のふき替え、窓枠、入り口
サッシの取り付けが完了し、今後は、土間、内装工事、機器搬入ではないかと思われます。時間が
あれば工事の進捗を見てください。 

乾燥調製施設増設工事 
 今年の水稲の収穫に合わせて8月2日から工事に入っていただきます 


